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研究成果の概要（和文）：チェアサイドで実際に患者が使用している義歯の維持力の測定を可能にするコンパクトな装
置を開発した．そこで本研究は，測定部位の違いが維持力に及ぼす影響を明らかにし，維持力の評価をする際の最適な
部位および荷重方法を決定することを目的とした．その結果，測定部位によっては維持力が過大で測定不能になるが，
P(後縁から1㎝手間の部位)の牽引とIM(中切歯の中点の部位の加圧は義歯の維持力測定に適した方法であることが明ら
かになった．また，義歯にシーネを用いずにIMを直接加圧した値がPでの維持力と相関していることから，IMで相対的
な義歯維持力の測定が可能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We developed the compact device which enabled the measurement of the denture reten
tion that the patients used in a chair side. The purpose of this study is that it is evident the effect of
 the difference in the measurement site on the retention, and to determine the load process and an appropr
iate site when measure the denture retention. As a result, there were the sites that could not be measured
. The site P and site IM were suitable site for the measurement of denture retention. Because the site IM 
was correlated with site P, it was suggested that the relative measurement of the denture retention was po
ssible at the site IM.
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１．研究開始当初の背景 
質の高い全部床義歯治療において，義歯の

維持・安定は重要である．これまでの義歯の
維持力の評価法は，大がかりな装置が必要な
ため，チェアサイドで行うことは困難であっ
た．また，実験用床を使用している報告が多
く，使用中の義歯の維持力を測定している報
告は少ない．そこで，チェアサイドで実際に
患者が使用している義歯の維持力を測定可能
なコンパクトな装置を開発した．装置の有用
性は先行研究１）により示されているが，実際
に全部床義歯の維持力を測定する際に，最適
な測定方法についての検討は行われていない． 
 
２．研究の目的 
本研究は，測定部位の違いが維持力に及ぼ

す影響を明らかにし，維持力の評価をする際
の最適な部位および荷重方法を決定するこ
とを目的とした． 
 
３．研究の方法 
被験者は，インフォームドコンセントが得

られた30名（男性18名，女性12名，平均80.2
歳）の上顎無歯顎者とした． 
 
測定は牽引測定と加圧測定を行った．義歯

破損防止と牽引測定のため，フックを付与し
た義歯を被覆する形態のシーネを3 mmの熱可
塑性レジンシートで製作し，義歯安定剤で義
歯と固定した． 
 
牽引測定は左右側第一大臼歯中心窩を結ん

だ線と正中線の交点（C），義歯後縁正中部（P），
左側第一大臼歯中心窩部（MF）とした．加圧
測定は左右中切歯切縁の正中部（IM），右側第
一小臼歯頬側咬頭部（PC）とし，シーネの該
当部を開窓し人工歯部分を直接装置で加圧し
た（図1）． 
 
全部床義歯に人工唾液を十分に塗布し，口

腔内に手圧にて圧接後，一定の速度でひずみ
ゲージを応用した維持力測定装置1）を用いて，
牽引と加圧を行った．測定は各5回行い，義歯
が離脱した時の荷重量を維持力とした． 

 
ただし，測定値が30 N を超えた場合，患者

が疼痛を訴えた場合，シーネが測定途中で外
れてしまった場合は測定を中止した．2回連続
して測定を中止した部位は測定不能とした． 
 
統計学的分析は三元配置分散分析，Tukey

の多重比較とPearsonの相関分析を用いた． 
 
４．研究成果 
C，MFでは約半数が測定不能となったため，

測定部位としては不適切であった． 

P，IM，PCは全ての被検者で測定可能であっ
た．各測定部位の維持力を比較すると，P（2.6
±1.2 N）とIM（2.8±1.2 N）の間には有意差
はなく，PC（4.5±2.6 N）はPとIMに比べ，有
意に大きかった（p < 0.01）． 
 
また，PとIMの間に有意な正の相関が認めら

れた（r = 0.640，p < 0.01，図2）．PとPCの
間にも有意な正の相関が認められた（r = 
0.452，p < 0.05）．  
 
以上の結果より，測定部位によっては維持

力が過大で測定不能になるが，Pの牽引とIM
の加圧は義歯の維持力測定に適した方法であ
ることが明らかになった． 
また，義歯にシーネを用いずにIMを直接加

圧した値がPでの維持力と相関していること
から，IMで相対的な義歯維持力の測定が可能
であることが示唆された． 
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図 1 測定部位 

図 2 測定部位 P と IM の相関 
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